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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
学
友
会
の
先
生
方

に
は
良
き
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
昨
年
の
年
頭
の
挨
拶

に
も
書
き
ま
し
た
が
、
一
昨
年
に

続
い
て
昨
年
も
日
本
の
研
究
者
が

二
人
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
21
世
紀
に
入
っ
て
自
然
科

学
分
野
に
お
け
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
の

受
賞
者
の
数
は
英
・
独
・
仏
を
抜

い
て
日
本
は
米
国
に
つ
ぐ
２
位
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
に
科
学
技
術

分
野
が
如
何
に
高
い
評
価
を
う
け

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
事

実
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
事
実
は
若
い
人
に
も
夢
を

与
え
ま
す
。
小
学
生
を
対
象
に
将

来
は
何
に
な
り
た
い
か
と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
に
対
し
、
ト
ッ
プ
は
勿

論
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
選
手
で
す
が

そ
れ
に
次
い
で
研
究
者
、
科
学
者

そ
し
て
医
者
と
続
き
ま
す
。
昔
、

末
は
博
士
か
大
臣
か
と
言
い
ま
し

た
が
、
大
臣
や
政
治
家
と
い
う
の

は
ど
こ
に
も
出
て
き
ま
せ
ん
。
子

供
も
よ
く
分
か
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

ラ
ッ
シ
ュ
も
10
年
〜
20
年
先
に
は

落
ち
て
い
く
と
多
く
の
人
は
言
い

ま
す
。今
の
成
果
は
20
世
紀
後
半
、

明
日
は
今
日
よ
り
良
く
な
る
と
将

来
に
夢
を
描
い
て
頑
張
っ
た
我
々

の
世
代
の
も
の
で
あ
り
、
充
分
満

ち
足
り
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
を
失
い

つ
つ
あ
る
今
の
世
代
に
期
待
が
も

て
る
か
と
心
配
す
る
人
達
も
い
ま

す
。

　

今
年
中
国
は
マ
ラ
リ
ア
の
治
療

薬
を
開
発
し
た
グ
ル
ー
プ
の
中
で

１
人
の
女
性
が
受
賞
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
外
い
ま
だ
か
つ
て
ア

ジ
ア
の
他
の
国
か
ら
の
受
賞
は
あ

り
ま
せ
ん
。
何
故
ア
ジ
ア
の
小
国

日
本
が
科
学
の
分
野
で
こ
れ
ほ
ど

突
出
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
明

治
以
来
日
本
が
欧
米
に
負
け
ぬ
た

め
大
学
教
育
に
特
に
力
を
入
れ
て

き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
国
の
姿
勢
が
現
在
ゆ
る
ぎ

つ
つ
あ
る
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。
大
学
の
法
人
化
、

運
営
費
交
付
金
の
削
減
、
学
長
選

挙
制
度
の
廃
止
や
学
長
の
権
限
強

化
等
大
学
を
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

と
お
な
じ
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う

愚
策
、
そ
し
て
最
終
的
に
大
学
の

文
系
学
部
の
縮
小
化
等
々
日
本
が

世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
最
も
大
切

な
部
分
を
弱
め
る
方
向
に
進
み
つ

つ
あ
る
こ
と
に
危
惧
を
感
じ
ま

す
。

　

研
究
面
に
お
い
て
も
役
に
立
つ

こ
と
を
や
れ
と
い
う
資
金
配
分

は
、「
す
ぐ
に
役
立
つ
も
の
は
す

ぐ
に
役
立
た
な
く
な
る
」
と
い
う

原
則
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

　

新
年
早
々
後
期
高
齢
者
の
繰
り

言
の
よ
う
な
こ
と
を
云
い
ま
し
た

が
、
我
が
大
阪
大
学
医
学
部
は
こ

の
よ
う
な
あ
や
ま
り
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
大
道
を
歩
み
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
祈
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

年
頭
あ
い
さ
つ

大
学
の
未
来
を
憂
う理

事
長

岸 

本  

忠 

三

　和歌山市の中央、小高い伏虎山にそびえる和歌山城は、私には子供の頃の遊び場
の一つでした。70 年前の大空襲で木々も真っ赤に焼けおちましたが、知らぬ間に
昔通りに樹齢を重ねた楠の大木が緑に茂っています。先日久しぶりに裏参道から一
気に登ると息切れし 85 歳を実感させられました。桜の季節が一番賑わいますが、
静かな青葉・紅葉の頃も美しく、再び描きに訪れようと思いながら私の秘密のベス
ト・ビューポイント？をあとにしました。 谷澤　修　（昭 31）

画題 和歌山城と桜
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第27回シンポジウム

地域医療の課題とその対策
　

平
成
27
年
度
の
医
学
振
興
銀
杏

会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
10

月
２
日
（
金
）
銀
杏
会
館
の
阪
急
・

三
和
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
各

関
連
病
院
代
表
と
い
っ
た
方
々
が

多
数
参
加
さ
れ
た
。

　

定
刻
に
開
会
。
早
石
雅
宥
副
理

事
長
（
昭
42
）
の
司
会
で
岸
本
忠

三
理
事
長
（
昭
39
）
が
開
会
の
辞

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
澤
芳
樹
医
学
系
研
究

科
長
（
昭
55
）
が
挨
拶
、
野
口
眞

三
郎
副
病
院
長
（
昭
55
）
が
阪
大

病
院
の
現
状
を
報
告
し
た
。
続
い

て
、
こ
の
１
年
間
に
医
学
部
に
就

任
し
た
新
教
授
、
猪
阪
善
隆
先
生

（
昭
63
）
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
現
在
最
も
関
心
の
深

い｢

阪
大
に
お
け
る
先
進
医
療
と

地
域
医
療
へ
の
役
割｣

を
テ
ー
マ

に
、
荻
原
俊
男
副
理
事
長
（
昭

43
、
森
ノ
宮
医
療
大
学　

学
長
、

阪
大
名
誉
教
授
）
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
澤
芳
樹
先
生

（
昭
55
・
医
学
部
長
、
阪
大
教
授

心
臓
血
管
外
科
学
）
に
よ
る
基
調

講
演
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
西
田
幸

二
先
生
（
昭
63
、
阪
大
教
授　

眼

科
学
）、
茂
松
茂
人
先
生
（
昭

53
・
大
阪
医
大
、
大
阪
府
医
師
会

副
会
長
）、
吉
岡
敏
治
先
生
（
昭

46
、
大
阪
府
立
急
性
期
・
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー　

院
長
）
に
よ
る
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
発
言
お
よ
び
参
加

者
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

◇

　

澤
先
生
の
基
調
講
演
要
旨
は
、

下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

新
し
い
先
進
医
療
を
展
開
し
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
結
び
つ
け
る
た

め
に
、
大
阪
大
学
で
は
、
14
年
前

か
ら
附
属
病
院
に
未
来
医
療
セ
ン

タ
ー
を
、
３
年
前
か
ら
は
未
来
医

療
開
発
部
と
し
て
新
た
な
展
開
を

進
め
て
お
り
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
つ
つ
あ
る
。
実
際
に
、
こ
れ
ま

で
に
橋
渡
し
研
究
と
し
て
50
件
以

上
の
臨
床
研
究
や
医
師
主
導
治
験

を
支
援
し
、
企
業
治
験
数
も

２
０
０
件
を
超
え
て
い
る
。
さ
ら

に
人
材
育
成
に
よ
り
１
０
０
人
に

上
る
人
材
を
育
成
し
雇
用
を
創
出

し
て
き
た
。
今
後
も
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
活
か
し
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー

シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
先
進

医
療
の
推
進
な
ど
を
通
じ
て
、
地

域
医
療
の
活
性
化
や
最
終
受
け
入

れ
病
院
と
し
て
地
域
の
病
院
と
の

連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、
大

阪
大
学
附
属
病
院
の
は
た
す
地
域

医
療
に
お
け
る
役
割
と
考
え
る
。

こ
の
流
れ
を
弾
み
に
医
学
系
研
究

科
で
は
、
教
育
に
お
け
る
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
と
も
に
明
日
の
未
来
医

療
を
支
え
る
新
し
い
医
療
人
の
人

材
育
成
や
明
日
の
未
来
医
療
に
つ

な
が
る
基
礎
医
学
の
発
展
と
、
新

た
な
る
大
阪
市
内
に
お
け
る
拠
点

を
確
保
し
て
い
く
。
医
学
伝
承

１
５
０
周
年
創
立
90
周
年
を
迎

え
、
実
学
を
重
ん
じ
自
由
闊
達
な

学
風
と
未
来
を
見
通
す
先
見
性
を

もって
、「Challanging, Sustainable

そ
し
てTough

な
大
阪
大
学
医

学
系
研
究
科
／
医
学
部
」
の
さ
ら

な
る
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

◇

　

基
調
講
演
な
ら
び
に
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
発
言
お
よ
び
参
加
者

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
要
旨
は
、

本
年
度
会
費
を
納
入
済
み
の
方
に

本
号
と
同
封
し
て
い
る｢

学
友
会

会
誌｣

に
掲
載
し
て
い
る
の
で
ご

高
覧
下
さ
い
。早

石
雅
宥
（
昭
42
）

講演　澤　芳樹先生

荻原俊男先生
コーディネーター

茂松茂人先生
コメンテーター

西田幸二先生
コメンテーター

吉岡敏治先生
コメンテーター
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＜平成27年度　秋　叙勲と受賞＞
瑞宝中綬章　　　　　　渕端　孟先生（昭35・阪大歯）
瑞宝中綬章　　　　　　泉　　太先生（昭39）
紫綬褒章　　　　　　　狩野方伸先生（昭57・東医歯大）
日本対がん協会賞　　　今岡真義先生（昭40）
日本医師会最高優功賞　金澤豊純先生（昭32・大阪医大）
日本医師会優功賞　　　清野佳紀先生（昭40）
日本医師会優功賞　　　児玉浩子先生（昭45）
日本医師会優功賞　　　茂松茂人先生（昭53・大阪医大）
日本医師会医学賞　　　磯　博康先生（昭57・筑波大医）
日本医師会医学賞　　　岩井一宏先生（昭60・京大医）

＜寄附御礼＞
当会の公益目的事業へご寄附をいただき、誠に有難うございました。
平成27年10月19日　
会員ご家族様より、３万円をご寄附頂きました。

※公益社団法人への移行に伴い、平成23年４月１日より当会への
　ご寄附は、個人・法人とも税金控除の対象となります。
　詳細に関しては、当会事務局までお問い合わせください。

「阪大医学部が発信する医療イノベーション」
　一つ屋根の下で産学連携を推進し、迅速に安全に医療技術が患者に届くような体制を推進する
ために、最先端医療イノベーションセンターが 2014 年春に設立された。これによって、基礎研
究から臨床応用、さらに治験、そして企業への導出が円滑に行える体制が整った。折しも、政府
は大型プロジェクト予算の一元化を図り、基礎シーズの社会への還元を一気通貫に可能にする体
制構築をめざしている。現在の大阪大学医学系研究科はまさにこれを実現できる理想のシステム
を完備できたと言える。これから本格的に動き出すイノベーション棟が、既存の研究組織と有機
的な連携をとることによって、医療を飛躍的に前進させる画期的なシーズの開発とその国際的な
実用化が進むことを大いに期待していただきたい。
　一方、これまでの橋渡し研究や治験等の活動実績が高く評価された結果、本年 7月に、全国で
東北大学、国立がん研究センターとともに、附属病院が医療法上の臨床研究中核病院に認定され
た。これは質の高い臨床研究や医師主導治験の中心的役割を担う病院として、厚生労働大臣が認
可するもので、名称独占が許される。これまで築いてきた精度の高い臨床研究を自らすすめる橋
渡し事業者としての基盤をさらに揺るぎないものにし、アカデミア発の新規医療技術の開発を推
進していくプラットフォームとして、今後果たしていくべき役割と期待は大きい。
　これらの流れを弾みに医学系研究科では、教育におけるグローバル化とともに明日の未来医療
を支える新しい医療人の人材育成や明日の未来医療につながる基礎医学の発展と、長期に安定し
た財政の確保を進めている。大阪大学医学部において、グローバル化の中で国際交流やゲノム解
析研究を一層推進するとともに、財政的に安定し、より一層基礎研究レベルを向上させノーベル
賞学者が誕生するような大阪大学医学部を発展させることができるように、各テーマで実践から
研究 /教育まで医学部から附属病院へとつながる統括的横断的組織としてイニシアティブを構築
しようと考えており、まず強化すべき内容から産学連携イニシアティブ、国際医療イニシアティ
ブ、そしてゲノム解析Bioinformatics イニシアテイブの創設をすすめている。また、医学部教育、
修士課程、博士課程のいずれにおいても Professionalism と Globalism を養う教育改革を行って
いる。そのような中、医学伝承 150 周年を迎え、実学を重んじ自由闊達な学風と未来を見通す
先見性をもって、「Challenging, Sustainable そしてTough な大阪大学医学系研究科 /医学部」の
さらなる発展に取り組んでいきたい。

医学部長通信 第４回 澤　芳樹（昭 55） 

次期代議
員選挙に
ついて

次
期
代
議
員
候
補
と
な
っ
た
会
員
の
氏
名
や

選
挙
の
詳
細
に
つ
い
て
は
同
封
別
紙
を
ご
覧
下
さ
い
。
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Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は

１
９
８
９
年
に
発
見
さ
れ
た
一
本

鎖
（
プ
ラ
ス
鎖
）
のRNA

ウ
イ

ル
ス
で
す
。
分
子
生
物
学
的
な
手

法
を
用
い
て
同
定
さ
れ
た
初
め
て

の
ウ
イ
ル
ス
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
９
，６
０
０
塩

基
か
ら
な
る
ゲ
ノ
ム
構
造
は
確
定

さ
れ
た
の
で
す
が
、
創
薬
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
培
養
細
胞

系
の
確
立
は
１
９
９
９
年
ま
で
待

た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸

い
ウ
イ
ル
ス
発
見
以
前
か
ら
存
在

し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
リ
バ

ビ
リ
ン
が
臨
床
的
に
効
果
が
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
薬
剤

を
用
い
て
１
９
９
２
年
か
ら
抗
ウ

イ
ル
ス
治
療
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
２
０
０
０
年
代
に
入
り
、
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
選
択
的
に
抗

ウ
イ
ル
ス
活
性
を
示
す
薬
剤

（D
A
A
, direct-acting 

antivirals

）
の
臨
床
開
発
が
加

速
し
ま
し
た
。
創
薬
治
療
の
標
的

に
な
っ
た
の
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
増

殖
に
必
須
のNS3/4A

プ
ロ
テ

ア
ー
ゼ
、NS5A

複
製
複
合
体
、

NS5B

ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
で
す
。
こ

れ
ら
の
薬
剤
は
単
独
投
与
で
は
、

早
期
に
耐
性
ウ
イ
ル
ス
が
出
現
し

臨
床
的
に
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
そ
の
他
の
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
―
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
や
リ
バ

ビ
リ
ン
な
ど
の
非
選
択
的
薬
剤
あ

る
い
は
他
の
ク
ラ
ス
のDAA

－

と
併
用
す
る
と
い
う
戦
略
が
と
ら

え
ま
し
た
。
現
在
は
、
複
数
の
薬

剤
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
ゲ
ノ
タ
イ
プ
１
型
、
ゲ
ノ
タ

イ
プ
2
型
の
い
ず
れ
の
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
て
も
、
12
週
間
の
服
用
で

95
％
超
の
ウ
イ
ル
ス
排
除
（SVR, 

sustained virologic response

）

を
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

DAA
治
療
の
時
代
に
入
り
、

新
た
に
い
く
つ
か
の
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ひ
と
つ
は
耐
性
ウ
イ
ル
ス
の

問
題
で
す
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

や
リ
バ
ビ
リ
ン
な
ど
の
非
選
択
的

な
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
時
代
で
は
、

「
耐
性
」
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
選
択
的
な
作
用
機
序
の

薬
剤
が
出
て
く
る
と
、
治
療
が
非

奏
功
に
な
っ
た
時
に
は
そ
の
薬
剤

に
対
し
て
耐
性
を
示
す
変
異
ウ
イ

ル
ス
が
出
現
し
ま
す
。
創
薬
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
上
述
の
３
箇
所
に

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
あ
る
ク
ラ

ス
のDAA

に
耐
性
が
生
じ
る

と
、
そ
の
後
の
再
治
療
の
選
択
肢

が
制
限
さ
れ
ま
す
。
も
う
一
つ
は

SVR

後
の
肝
癌
の
問
題
で
す
。

従
来
、SVR

後
の
肝
癌
は
5
年

累
積
で
３
％
程
度
で
し
た
。
し
か

し
、DAA

治
療
の
時
代
に
な
り
、

以
前
は
抗
ウ
イ
ル
ス
治
療
の
適
応

外
と
考
え
ら
え
て
い
た
高
齢
者
や

線
維
化
進
展
例
か
らSVR

が
得

ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
患
者
層
は
発
癌
リ
ス

ク
が
高
く
、SVR

が
得
ら
れ
て

も
そ
の
後
の
発
癌
は
こ
れ
ま
で
以

上
の
頻
度
で
発
生
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。「
感
染
症
と
し
て

の
治
癒
が
必
ず
し
も
肝
疾
患
の
治

癒
を
意
味
し
な
い
」
と
い
う
事
実

が
、
よ
り
顕
在
化
し
て
く
る
こ
と

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え

ま
す
。

消
化
器
内
科
学

　

竹
原
徹
郎
（
昭
59
）

肝炎の治療
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日
本
社
会
の
人
口
減
少
が
止
ま

ら
な
い
。
１
９
７
０
年
代
す
で
に

特
殊
合
計
出
生
率
が
2.1
を
切
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
無
策
で
来
た
の

で
当
然
で
あ
る
。
こ
の
数
年
、
大

阪
府
で
も
毎
年
１
０
０
０
人
（
小

学
校
30
ク
ラ
ス
分
！
）
の
出
生
が

減
り
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
で
日
本
全
国
で
は
年
間
18
万
件

の
人
工
妊
娠
中
絶
が
行
わ
れ
て
い

る
。
産
婦
人
科
医
は
ま
じ
め
な
小

児
科
医
か
ら
「
５
歳
以
下
の
小
児

死
亡
は
３
０
０
０
人
も
な
い
の
に

何
を
や
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
叱

ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
今
だ
に
中

絶
天
国
な
の
だ
ろ
う
か
？

　

中
絶
に
対
す
る
規
制
は
、
完
全

禁
止
か
ら
女
性
の
意
志
で
決
め
ら

れ
る
国
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

日
本
の
「
社
会
的
経
済
的
理
由
を

認
め
る
」
は
国
際
的
に
見
る
と
リ

ベ
ラ
ル
な
方
で
あ
る
。
中
絶
数
／

出
生
数
は
リ
ベ
ラ
ル
に
許
可
さ
れ

る
国
で
は
20
％
前
後
で
、
日
本
と

比
べ
て
ド
イ
ツ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
は

少
し
低
く
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ

そ
の
業
を
認
め
な
け
れ
ば
、
自
ら

の
命
を
落
と
す
か
、
嬰
児
殺
し
、

虐
待
な
ど
で
犯
罪
者
に
さ
れ
る
女

性
が
増
え
る
だ
け
で
あ
る
。
日
本

で
は
こ
の
問
題
の
議
論
を
避
け
た

た
め
、
先
進
国
で
当
然
と
さ
れ
る

若
年
貧
困
層
の
中
絶
後
避
妊
に
関

す
る
社
会
的
支
援
も
行
わ
れ
て
い

な
い
。

　

私
は
中
絶
を
礼
賛
す
る
も
の
で

は
な
い
が
禁
止
す
る
よ
り
認
め
る

ほ
う
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
と
考
え

る
？
。「
胎
児
の
生
命
」
に
対
し

倫
理
的
に
ベ
ス
ト
を
突
き
詰
め
よ

う
と
す
る
と
重
大
な
悪
影
響
が
出

る
事
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
あ
る
。
日
本
は
明
ら
か
に
成
熟

社
会
に
入
っ
て
い
る
。
女
性
の
出

生
率
を
1.8
に
上
げ
る
、
と
い
う
目

標
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
成
果
は

個
々
人
の
意
志
に
よ
っ
て
の
み
可

能
で
あ
る
。
若
者
が
カ
ッ
プ
ル
を

作
り
、
子
供
を
持
つ
こ
と
が
幸
せ

と
思
う
事
が
で
き
る
よ
う
な
妊
娠

出
産
育
児
に
対
す
る
包
括
的
支
援

強
化
以
外
に
達
成
の
見
通
し
は
な

い
。
ネ
ッ
ト
社
会
で
時
に
見
ら
れ

る
生
硬
な
決
め
つ
け
を
避
け
、
倫

理
道
徳
だ
け
で
な
く
幅
広
く
柔
軟

に
社
会
の
現
実
を
見
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

木
村
　
正
（
昭
60
）

な
い
。
逆
に
中
絶
を
強
く
規
制
・

禁
止
す
る
と
、
中
絶
に
よ
る
妊
産

婦
死
亡
率
が
極
端
に
上
昇
す
る
。

日
米
の
合
法
的
中
絶
に
よ
る
妊
産

婦
死
亡
は
10
万
件
当
た
り
1
以
下

で
あ
る
が
、
宗
教
的
理
由
で
禁
止

の
国
が
多
い
南
米
で
は
30
、
ほ
ぼ

禁
止
さ
れ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
大
陸

で
は
４
６
０
と
推
定
さ
れ
、

W
HO

は
中
絶
の
合
法
化
と
安
全

な
中
絶
法
の
普
及
を
重
要
な
女
性

ヘ
ル
ス
ケ
ア
達
成
目
標
の
１
つ
に

掲
げ
て
い
る
。
女
性
が
意
図
せ
ず

妊
娠
し
て
し
ま
い
、
そ
の
妊
娠
を

「
な
か
っ
た
事
」
に
す
る
の
は
古

来
ヒ
ト
の
業
（
ご
う
）
で
あ
る
。

ア
、
ス
ェ
ー
デ
ン
な
ど
は
少
し
高

い
。
ロ
シ
ア
や
キ
ュ
ー
バ
は
60
％

を
超
え
、
飛
び
抜
け
て
高
い
。
中

絶
の
自
由
度
を
上
げ
た
り
、
近
代

的
避
妊
法
（
ピ
ル
な
ど
）
の
普
及

率
を
上
げ
て
も
こ
の
率
は
変
わ
ら

少
子
化
と
人
工
妊
娠
中
絶

言

提

南
方
熊
楠
の
成
績
表

　

南
方
熊
楠
はNature

に
50
篇

の
論
文
が
掲
載
さ
れ
、
自
分
の
脳

機
能
の
解
明
を
後
世
に
託
し
て
、

解
剖
を
遺
言
す
る
と
い
う
（
阪
大

に
保
存
）
明
治
、
大
正
、
昭
和
初

期
に
生
き
た
私
の
出
身
地
田
辺
が

誇
る
偉
人
で
あ
る
。
２
、３
年
前
、

京
都
府
立
医
大
名
誉
教
授
の
中
川

雅
夫
先
生
か
ら
そ
の
熊
楠
が
通
っ

て
い
た
東
京
大
学
予
備
門
明
治
18

年
度
の
成
績
表
の
コ
ピ
ー
を
い
た

が
所
有
し
て
い
た
太
平
記
や
百
五

巻
も
の
和
漢
三
才
図
会
な
ど
の
百

科
事
典
を
そ
ら
ん
じ
て
家
に
帰
り

そ
の
記
憶
で
正
確
に
写
し
取
っ
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
か
ら
神

童
や
毘
沙
門
天
の
申
し
子
で
あ
る

と
い
わ
れ
た
ほ
ど
の
天
才
で
あ
る

反
面
、
学
校
は
あ
ま
り
好
き
で
な

分
の
一
を
と
れ
ば
落
第
と
な
ら
な

い
と
い
う
大
ら
か
な
も
の
で
、
熊

楠
と
し
て
は
得
意
の
作
文
と
漢
文

で
満
点
を
と
れ
ば
後
の
８
科
目
は

白
紙
で
も
よ
か
っ
た
か
ら
で
、
普

通
の
勉
強
に
時
間
を
費
や
す
こ
と

な
く
、
好
き
な
読
書
や
写
本
、
動

植
物
の
採
集
に
取
組
む
こ
と
が
出

だ
い
た
。
先
生
と
し
て
は
熊
楠
の

同
級
生
に
京
都
府
立
医
大
を
創
設

し
た
中
川
小
十
郎
の
名
が
あ
る
こ

と
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
と
の
こ

と
だ
が
、
私
が
熊
楠
フ
ァ
ン
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
コ
ピ
ー
を
送
っ

て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
熊
楠
は
、

す
で
に
８
歳
頃
か
ら
、
庄
屋
さ
ん

く
、
授
業
に
は
熱
を
入
れ
な
か
っ

た
。
和
歌
山
中
学
に
入
学
し
て
か

ら
も
勉
強
に
は
力
を
入
れ
ず
、
そ

れ
で
も
「
我
は
無
事
に
卒
業
し
て

み
せ
る
」
と
公
言
し
て
は
ば
か
ら

ず
、
果
た
し
て
そ
の
通
り
に
な
っ

た
。
そ
の
理
由
は
当
時
の
和
歌
山

中
学
で
は
、
全
科
目
総
点
数
の
５

来
た
の
で
あ
る
。
さ
て
東
大
予
備

門
に
お
け
る
熊
楠
の
成
績
で
あ

る
。最
終
的
に
退
学
し
た
こ
と
や
、

和
歌
山
中
学
で
の
実
績
か
ら
考
え

る
と
、
好
き
な
教
科
以
外
は
惨
憺

た
る
も
の
だ
ろ
う
と
予
測
し
た
の

だ
が
、
意
外
な
こ
と
に
得
意
の
科

目
で
も
あ
ま
り
高
得
点
を
取
っ
て

い
な
い
代
わ
り
に
、
全
科
目
に

亘
っ
て
平
均
点
を
と
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
東
大
予
備
門
で
は
、
全

科
目
の
平
均
が
60
点
を
超
え
て
い

て
も
、
一
科
目
で
も
著
し
く
悪
い

と
落
第
と
い
う
規
則
だ
っ
た
が
、

少
な
く
と
も
最
初
の
一
年
間
は
熊

楠
も
、
東
大
予
備
門
の
方
針
に

従
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
因

み
に
、
同
級
生
に
正
岡
常
規
（
後

の
子
規
）
の
名
前
も
見
ら
れ
る
が

彼
の
成
績
を
見
る
と
平
均
点
は
熊

楠
の
65
・
６
点
よ
り
は
る
か
上
の

70
・
０
点
を
取
り
な
が
ら
、
代
数

が
30
点
だ
っ
た
た
め
に
こ
の
年
落

第
し
て
い
る
。
正
岡
子
規
は
そ
の

後
、
も
う
一
度
落
第
し
た
が
、
退

学
す
る
こ
と
な
し
に
６
年
か
か
っ

て
卒
業
し
、
東
大
に
入
学
し
た
。

予
備
門
で
の
熊
楠
は
少
な
く
と
も

初
め
の
１
年
は
、
学
校
の
方
針
に

合
わ
せ
る
べ
く
懸
命
の
努
力
を
し

て
い
る
さ
ま
が
こ
の
成
績
表
か
ら

伺
え
る
が
、
一
方
で
は
当
時
激
し

い
頭
痛
の
頻
発
に
悩
ま
さ
れ
る
と

い
う
、
ま
さ
し
く
意
に
沿
わ
な
い

妥
協
の
ス
ト
レ
ス
が
熊
楠
を
襲
っ

て
し
ま
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
翌
年
の
成
績
で
は
平
均
65

点
を
取
っ
て
い
た
が
、
数
学
が
悪

く
落
第
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に

明
治
19
年
２
月
に
何
の
未
練
も
な

く
予
備
門
を
退
学
し
た
の
だ
。
東

大
予
備
門
の
全
科
目
平
均
点
主
義

の
呪
縛
か
ら
解
放
さ
れ
自
由
奔
放

に
生
き
、
ま
た
多
く
の
分
野
に
天

才
的
な
業
績
を
残
し
た
そ
の
後
の

経
歴
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
熊
楠
を
温
か
く
育

み
卒
業
さ
せ
た
和
歌
山
中
学
の
当

時
の
教
育
方
針
に
対
し
て
拍
手
を

送
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

次
回
は
、
独
立
行
政
法
人
地
域

医
療
機
能
推
進
機
構
大
阪
病
院
名

誉
院
長　

清
野
佳
紀
先
生
（
昭

40
）
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

住
友
病
院　

院
長松澤

佑
次
（
昭
41
）

…その 144
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療
紹

介

診

科

小
児
外
科

　

本
教
室
の
ル
ー
ツ
は
、
昭
和
27

年
、
わ
が
国
小
児
外
科
の
パ
イ
オ

ニ
ア
で
あ
る
植
田
隆
先
生
の
ヒ
ル

シ
ュ
ス
プ
ル
ン
グ
病
の
手
術
に
始

ま
り
ま
す
。
昭
和
35
年
に
は
食
道

閉
鎖
症
手
術
に
お
い
て
わ
が
国
最

初
の
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
旧
第
一
外
科
か
ら
診
療
科
と

し
て
独
立
し
た
の
は
昭
和
57
年

で
、
平
成
元
年
に
正
式
の
講
座
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
岡
田

正
教
授
、福
澤
正
洋
教
授
に
続
き
、

昨
年
７
月
に
私
が
３
代
目
教
授
と

し
て
教
室
を
引
き
継
い
で
お
り
ま

す
。
岡
田
教
授
は
、
米
国
よ
り
中

心
静
脈
栄
養
を
導
入
し
た
中
心
メ

ン
バ
ー
で
し
た
の
で
、
当
教
室
で

は
発
足
当
時
よ
り
外
科
栄
養
を
得

意
分
野
と
し
て
き
ま
し
た
。
種
々

の
輸
液
製
剤
や
微
量
元
素
製
剤
、

カ
テ
ー
テ
ル
管
理
な
ど
、
今
で
は

当
た
り
前
に
行
っ
て
い
る
中
心
静

脈
栄
養
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
小
児
外
科
特

有
の
分
野
と
し
て
は
、
胆
道
疾
患

や
新
生
児
外
科
に
始
ま
り
、
福
澤

教
授
時
代
に
は
悪
性
腫
瘍
や
臓
器

移
植
の
分
野
が
加
わ
り
、
小
児
外

科
の
全
て
の
分
野
を
カ
バ
ー
す
る

診
療
・
研
究
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
の
手
術
件
数
は

４
７
９
件
、
肝
移
植
11
件
、
内
視

鏡
外
科
手
術
80
件
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
も
あ
わ

せ
、
低
侵
襲
手
術
や
再
生
医
療
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
教
室
の
主
な
診
療
、
研
究
、

教
育
の
分
野
を
紹
介
致
し
ま
す
。

（
栄
養
）
短
腸
症
を
含
め
た
消
化

管
機
能
不
全
の
在
宅
中
心
静
脈
栄

養
患
者
を
長
期
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

ま
す
。
近
年
で
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
手

術
と
い
う
腸
管
延
長
術
に
よ
り
短

腸
症
児
の
中
心
静
脈
か
ら
の
離
脱

を
図
っ
て
い
ま
す
。
薬
剤
部
の
協

力
に
よ
り
中
心
静
脈
栄
養
患
者
へ

の
セ
レ
ン
製
剤
や
Ｆ
ｅ
フ
リ
ー
製

剤
を
他
施
設
に
先
駆
け
て
提
供
し

て
い
ま
す
。

（
臓
器
移
植
）平
成
10
年
に
始
ま
っ

た
肝
移
植
手
術
が
今
年
１
０
０
例

を
越
え
ま
し
た
。
多
く
の
診
療
部

門
の
ご
協
力
の
も
と
、
５
年
生
存

率
92
％
と
優
れ
た
成
績
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
小
腸
移
植
は
ま
だ
1
例
の
実

施
に
と
ど
ま
り
ま
す
が
、
現
在
移

植
待
機
中
の
患
者
さ
ん
も
お
ら

れ
、準
備
体
制
は
整
っ
て
い
ま
す
。

（
悪
性
腫
瘍
）
小
児
悪
性
腫
瘍
の

診
療
に
当
た
っ
て
は
、
手
術
だ
け

で
な
く
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法

な
ど
の
集
学
的
治
療
が
必
要
で

す
。
小
児
腫
瘍
検
討
会
を
毎
月
開

催
し
て
、
関
連
各
部
門
の
緊
密
な

連
携
に
努
め
て
い
ま
す
。
基
礎
研

究
分
野
で
は
、
癌
幹
細
胞
マ
ー

カ
ー
や
免
疫
療
法
の
開
発
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
低
侵
襲
手
術
）
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア

や
虫
垂
炎
と
い
っ
た
日
常
よ
く
見

か
け
る
疾
患
か
ら
、
横
隔
膜
ヘ
ル

ニ
ア
や
肺
切
除
と
い
っ
た
疾
患
に

対
し
て
も
内
視
鏡
外
科
手
術
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
よ

り
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
に
対
す
る

日
帰
り
手
術
も
開
始
し
ま
し
た
。

（
小
児
救
急
）
豊
中
市
・
吹
田
市
・

池
田
市
・
箕
面
市
・
豊
能
町
・
能

勢
町
を
カ
バ
ー
す
る
「
豊
能
広
域

こ
ど
も
急
病
セ
ン
タ
ー
」
の
後
送

病
院
と
し
て
、
小
児
外
科
２
次
救

急
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

（
胎
児
診
断
治
療
）
10
月
よ
り
産

科
、
小
児
科
、
小
児
外
科
が
中
心

と
な
っ
て
胎
児
診
断
治
療
セ
ン

タ
ー
が
発
足
し
ま
し
た
。
出
生
後

の
治
療
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

は
、
胎
児
を
一
人
の
患
者
さ
ん
と

み
な
す
新
た
な
診
療
体
制
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
胎
児
疾
患
の
診
断

や
治
療
に
関
わ
る
す
べ
て
の
診
療

部
門
が
連
携
し
、
よ
り
よ
い
治
療

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

（
教
育
）
若
い
人
の
外
科
離
れ
が

続
く
昨
今
、
何
よ
り
外
科
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
医
学

部
生
や
研
修
医
の
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
新
し
い
試
み
と
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に
立
っ

て
小
児
外
科
の
重
要
性
を
考
え
も

ら
え
る
よ
う
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
を
迎
え
て
「
小
児
外
科
と
国

際
貢
献
」
と
い
う
4
年
生
の
臨
床

講
義
を
今
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

小
児
外
科
は
新
生
児
（
胎
児
）

か
ら
16
歳
ま
で
の
患
者
さ
ん
を
対

象
と
し
、
多
彩
な
疾
患
・
手
術
に

対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
限
ら
れ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
で
す

が
、
何
よ
り
こ
ど
も
達
の
元
気
な

笑
顔
を
励
み
に
、
日
々
臨
床
・
研

究
・
教
育
に
医
局
員
一
同
力
を
あ

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

次
は
腎
臓
内
科
の
猪
阪
善
隆
先

生
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

奥
山
宏
臣
（
昭
59
）


